
川 上 村 地 域 お こ し 協 力 隊

「 か わ か も ん 」

活動報告会２０１５

日程： 2015年12月13日（日）

時間： 13:00～16:00（12:30開場）

場所： 川上総合センター やまぶきホール

主催： 川上村



本日は、地域おこし協力隊活動報告会に、

師走のお忙しい中、お集まりいただき誠に

ありがとうございます。

人口減少社会と呼ばれる現在、過疎地で

ある川上村が将来をどのように描いていく

のか、以前にも増して厳しい状況にありま

す。過疎人口問題に詳しい宮口としみち先

生（早稲田大学）は、「小規模自治体で地

域独自のいい工夫が生まれるためには、住

民との絶えざる話し合いの中で、住民に自

分の果たすべき役割に気づいてもらうこと

が何よりも大切である。さまざまな異質の

力を結集することがまさに協働であり、そ

れをうまく仕掛けるのは自治体職員の仕事

である。」※と述べています。地域おこし協

力隊の活動が川上村で始まったのは平成２

５年４月。彼ら彼女らが地域のことに悩み、

地域の課題に取り組んでいます。

K A WA K A M O N 2 0 1 5
A L L M E M B E R S

は じ め に

川上村長 栗山 忠昭

K AWA K A M O N 2 0 1 5
A L L M E M B E R S

例えば、朝市「やまいき市」。多くの皆

さまのご理解とご支援により開催できてお

ります。この朝市により、川上村の中に野

菜と共にお金の循環する仕組みができあが

りました。また、この朝市を中心とする

「やまいき商店」は人と人のつながりを深

め、地域の交流や活性化にもつながってい

ます。

地域おこし協力隊活動は「隊員」、「行

政」、そして「地域の皆さま」との連携が

不可欠です。どうか、本日の報告をお聞き

いただき、今後も地域おこし協力隊ととも

に地域の活性化にお力をお貸しいただけれ

ば幸いです。行政としても可能な限り協働、

バックアップをしていく所存であります。

皆さまのご理解、ご協力をお願いしまして、

簡単ではございますが挨拶とさせていただ

きます。
※全国町村会論説：早稲田大学教授 宮口としみち氏

（第2720号・平成22年5月24日）より引用。



川上村に暮らして２年半が経ちました。

いつも村民の皆さまにはたくさんのご支援をいた

だき、感謝しております。

今後も吉野杉たちに囲まれながら、「樹と水と

人の共生」をめざして頑張ります。

K A W A K A M O N M E M B E R S

川上村にはじめて来たのは、大学4年生の春でし

た。それから約3年、村に住み、皆さんから話を聞

き、暮らす姿を見て、多くのことを教わりました。そ

の中には、この先の人生の指針となるようなことも。

川上村に育ててもらっている、そう感じる日々です。

前住所：大阪府

現住所：寺尾

採 用：平成25年6月

前住所：東京都

現住所：中奥

採 用：平成25年5月

村上 航
Wataru Murakami

やまいき市

鳥居 由佳
Yuka Torii

恋する丸太

プロジェクト



前住所：奈良県

現住所：北和田

採 用：平成25年4月

前住所：岐阜県

現住所：枌尾

採 用：平成25年4月

枌尾に住んで、もうすぐ3年になります。

毎日､中奥川の音を聞きながら眠ったり目覚め

たりする生活も日常となってきました。村のことや

暮らしのこと、まだまだ知らない事ばかりです。よ

ろしくお願いします。

川上村に来てもう少しで3年、あっとい

う間の時間でした。

きれいでおいしい水、朝目覚めた時に聞

こえる鳥の声、家族のように気にかけて

くれる村の人に出会え、幸せです。

横堀 美穂
Miho Yokobori

農 家 民 宿

H A N A R E

村山 祐理
Yuri Murayama

やまいき市

K A W A K A M O N M E M B E R S



前住所：千葉県

現住所：高原

採 用：平成25年6月

前住所：新潟県

現住所：中奥

採 用：平成26年4月

K A W A K A M O N M E M B E R S

神保 大樹
Hiroki Jimbo

やまいき市

早稲田 緑
Midori Waseda

山の文化の

編 集 発 信

横浜の坂と緑の多いところで育ちました。

「緑を大切にする」という未来への思い

を込めて付けられた自分の名前に、今も

これからも誇りをもって楽しく生きてい

きます。

野菜の生産者をはじめ、多くの村民の皆

さんの力と知恵をお借りして進んでくる

ことができました。その関係を大切にし

つつ、それに甘えず、仕事づくりという

厳しい課題に挑戦していきます。



前住所：大阪府

現住所：武木

採 用：平成26年6月

前住所：山口県

現住所：白川渡

採 用：平成27年９月

K A W A K A M O N M E M B E R S

竹中 雅幸
Masayuki Takenaka

エコツアー

yoiyoiかわかみ

岩本 寛生
Hiroki Iwamoto

やまいき市

川上村にきてからの１年半は、初めて尽

くしでした。一人暮らし、料理、運転、

カヌー、洞窟探検なんてことも。

日々新たな発見があります。これからの

日々もとても楽しみにしています。

今年９月から協力隊となりました。現在は、や

まいき市メンバーとして毎週土曜日の朝市とや

まいき商店の運営を行っています。朝市や商店

を通じて、たくさんの村の人たちと出会い、川上

村のことをもっと知っていきたいです。



西口 寛人
Hiroto Nishiguchi

前住所：岐阜県

現住所：枌尾

採 用：平成27年9月

農 家 民 宿

H A N A R E

前住所：奈良県

現住所：西河

採 用：平成27年９月

K A W A K A M O N M E M B E R S

今年９月から協力隊になりました。

現在は枌尾の古民家で『宿HANARE 』の仕

事をしています。ちょっと不便だからこそ、楽しみ

がある川上村の暮らし。どうぞ、昔からある生活

の知恵を教えてください。

協力隊になって３ヶ月が経ちました。川上村は

ほとんど来たことがなかったのですが、今では同じ

奈良県のご近所さんに感じています。

これからは僕が皆さんにとっての親しいご近所さ

んになれるよう頑張りたいです。

安田 芳裕
Yoshihiro Yasuda

エコツアー

yoiyoiかわかみ



や ま い き 市

川上村地域おこし協力隊 かわかもんの取り組み

目的

地域の資源を活かした仕事づくり

概要

住みたい地域での仕事や暮らしを自らの手でつくっ

ていきたい。そうした思いを原点に、村のおかあさ

ん方が育てた野菜を集荷販売する朝市の開催、カ

フェでのランチ出店、川上村を源流とする吉野川紀

の川流域の産品を扱う商店、取り組みを発信する情

報紙の発行など、地域資源を活かした仕事をつくっ

ていくための仕組みづくりに取り組んできました。

メンバーそれぞれの得意分野で「山を活かす」「山

と生きる」ための挑戦を続けています。

担当

村上 航
Wataru Murakami

左上 朝市「やまいき市」のようす

右上 川上村の白菜は絶品！

左下 出荷者の方との会議のようす

右下 １周年祭りを盛り上げてくれた皆さん

写

真

の

説

明

これまでの取り組み

2014年

7月 朝市「やまいき市」開始

10月 やまいき食堂＠伊那佐郵人開始

11月 グランフロント大坂

Umekiki木曜マルシェ出店

4月 「やまいき便り」刊行開始

4月 朝市にて吉野川紀の川流域の品の

販売開始

7月 やまいき市1周年祭

8月 木桶仕込み教室＠宿HANARE

8月 やまいき商店OPEN

10月 X'masオーナメント教室＠やまいき商店

11月 やまいき市Webページ公開

12月 枡アレンジメント教室＠やまいき商店

12月 やまいき市感謝祭村山 佑理
Yuri Murayama

神保 大樹
Hiroki Jimbo

岩本 寛生
Hiroki Iwamoto

2015年



暮らす宿 ＨＡＮＡＲＥ

目的

川上村での暮らしを感じられる宿の運営＋α
概要

紀の川吉野川の支流、中奥川沿いの集落、枌尾にて

宿の運営を始めます。

目指す役割としては、川上村で育まれてきた文化や

知恵を繋ぐ／村内での空き家の活用の一助となる／

移住・交流の窓口／村で何かしたい人への場所の提

供／中奥川とそこへ訪れる人とを結ぶ（より理解を

深めていく）／自分自身の生業の基盤を作っていく

こと。もう少しで完成の段階です。一度足を運んで

いただければ幸いです。

横堀 美帆
Miho Yokobori

西口 寛人
hiroto Nishiguchi

これまでの取り組み

2015年

3月 ピザ窯着工

4月 ピザ窯本体完成

4月 宿にてライトトラップのイベント開催

5月 宿にて発酵WSのイベント開催

併せてカリンバライブ開催

6月 改修工事スタート

6月 中奥谷でのピザ窯お披露目パーティー

6月 うどん打ちWS開催

7月 日本料理ライブ開催

7月 木樽でウスターソースを仕込もうWS開催

8月 木樽でウスターソースを仕込もうWS

第二弾開催

8月 三大学合同ブートキャンプ開催

11月 宿のお披露目会開催

左上 中奥谷のみなさんとピザパーティー

右上 宿の縁側から望む景色

左下 HANAREの玄関、遊びに来てください

右下 おくどさんで薪ごはん

写

真

の

説

明

担当



恋 す る 丸 太 プ ロ ジ ェ ク ト

目的

吉野林業の振興・PR活動

概要

吉野杉の原木丸太を一本購入し「おすぎ」とい

う名前をつけ、自らが広告塔となり、先祖代々

紡がれてきた吉野林業の素晴らしさを発信・Ｐ

Ｒしている。

また、“これまでの林業”の見せ方を変えなが

ら、「林業ＢＡＲ」で人が集う場を提供したり、

「林業キャッツアイ」を結成し、丸太からお箸

をつくるワークショップを軸に県内外のイベン

トに出展。その他、川上村の山を案内するアテ

ンド役も引き受け、全国の様々な業種の人たち

とも繋がりを深めながら、吉野林業の新たな価

値を生み出すような活動を行っている。

担当

鳥居 由佳
Yuka Torii

左上 購入した原木丸太の「おすぎ」

右上 林業BARのようす

左下 神社deワークショップ プロジェクト

右下 バラエティ番組 関西テレビ「ウラマヨ」出演

写

真

の

説

明

これまでの取り組み

2014年

7月～ 林業BAR

全国の林業地の地酒を呑みながら、

皆で集う場の提供

7月 吉野の森満腹ツアー

歴史の証人から製材所、酒蔵までを

巡るツアーの開催

10月～ 恋する丸太プロジェクト

吉野杉を一本購入し、吉野林業につ

いての情報を発信

3月 バラエティ番組出演 関西テレビ「ウラマヨ」

9月 神社deワークショププロジェクト

丹生川上神社上社において、

ワークショプを開催

10月～ 林業キャッツアイ

山と街の人を繋ぐサポートを目的に、

イベントへ出展

2015年



山 の 文 化 の 情 報 発 信 企 画

目的

吉野川上の山のことを、
文化として言葉や形にし
て育てていくこと

概要

水源地の村・そして吉野林業発祥地として、今

まで産業・地域振興・観光、様々な取り組みを

おこなってきた川上村の姿を２年半住んで、見

てきました。既存施設も豊富で、取り組みも盛

ん、何より川上村は、「山」に依拠するはっき

りとしたキャラクターが魅力です。川上村の山、

林業遺産、近年の取り組みを有機的につなげ、

丁寧に磨いていくために、山の“文化”を積極

的に情報として編集して発信することを、活動

の中心に据えました。山のことを直接伝えるツ

アー。山のことをカタチにする動画や情報誌作

成、そして、山の文化を伝える仕組みを作るた

めの、マネジメントに関わっています。

担当
早稲田 緑
Midori Waseda

左上 暮らしのこと、山との繋がりを地元の方がガイド

右上 川上村の季節の香りを伝える情報誌

左下 山のこと・想いを街で伝える展示会をとりまとめ

右下 自然と人間の暮らしを体感する人工林めぐり

写

真

の

説

明

これまでの取り組み

山のことを直接伝える
2013年 9月 源流バスツアー開催
2014年 4月~ 工務店向け伐採見学ツアー企画進行
2014年 7月 吉野の森満腹ツアー2014を企画実行
2014年 9月 いにしえからの水と人とのつながりツアー

企画実行
2015年11月 吉野の森満腹ツアー2015を企画実行

2014年 1月 動画ヤマオモイ帖
“おしゃべりなきこりたち”制作

2014年 1月 紙媒体ヤマオモイ帖1号、2号執筆
2014年 4月 情報誌ちょっとよってんけぇ～瓦版春号

発行開始
2015年 4月 情報誌ちょっとよってんけぇ～瓦版

全面リニューアル

2014年 9月 匠の聚 アートマネジメント実践ゼミナール
部委員・外部委員兼任として就任

2015年 2月 静岡文化芸術大学にて取り組み報告
2015年10月 奈良県第芸術祭にて取り組み報告
2015年12月 匠の聚 五カ年計画策定予定
2016年 4月 匠の村 五カ年計画施行開始予定

山のことをカタチにする

山の文化を伝える仕組みを作る



“山遊び塾 ヨイヨイかわかみ ”

目的

川上村のファンづくり／川上村におけるエコツアーの定着

概要

私たちは経済的・環境的に持続可能な自然観光のあ

り方であるエコツアーを通して、川上村のファンを

増やし、ガイド業が生業として成立することを目指

しています。現在は月に１～２回、川上村の山・川

・洞窟などを舞台として、村民の方々から教えてい

ただいた、山暮らしの知恵や文化を伝えるツアーを

行っています。今後は、川上村でエコツアーを継続

していくための仕組み作りに取り組んでいきたいと

考えています。

担当

竹中 雅幸
Masayuki Takenaka

左上 山の神様にご挨拶

右上 マキを割り、焚き火でご飯を炊き上げる

左下 かつて行者が修行した洞窟を探検

右下 大滝ダム湖にそそぐ滝へカヌーで近づく

写

真

の

説

明

これまでの取り組み

2014年

11月 エコツアー事業立上げに向けた検討開始

4月 「山遊び塾ヨイヨイかわかみ」として

活動開始

4月 春の吉野山ハイキングツアー

5月 洞窟探検ツアー 不動窟編

～こうもりを探そう～

6月 ライトトレッキング＆ケイビング体験ツアー

7月 カヌー体験＆ショートツーリング

in おおたき龍神湖

8月 川遊びデイキャンプ体験 in 奈良吉野川

9月 天然洞窟探検ツアー

10月 秋のカヌーツーリング in おおたき龍神湖

11月 山暮らし体験ワークショップ

“源流の宿”に泊まろう

12月 冬の天然洞窟探検ツアー
安田 芳裕
Yoshihiro Yasuda

2015年

川上村エコツアー推進プロジェクト



K A W A K A M O N P H O T O A L B U M

川上村で地域おこし協力隊が活動を始

めて３年目を迎えました。昨年、今年と

新たな隊員を迎え、彼らの活動も多方面

にわたりさまざまな繋がりを生んでいま

す。

１年目を振り返れば、３０年以上途絶

えていた東部地域の盆踊りの復活をサ

ポートをしました。

また、地域づくり活動で全国的に有名

なStudio‐L 山崎亮氏を講師に招いたコ

ミュニティデザイン講座にも参加。山崎

氏と意見を交わし、観光地として考えて

こなかった吉野杉の人工美林や人と文化

をたどるバスツアーなども実施してきま

した。

これらの経験を発展させ、現在はさま

ざまな分野で取り組んでいます。彼らの

活動を少しではありますが、フォトアル

バムとして掲載しました。引き続き、彼

らの活動に期待したいと思います。



K A W A K A M O N P H O T O A L B U M



K A W A K A M O N P H O T O A L B U M



これからも、応援よろしくお願いいたします！

KAWAKAMON REPORT 2015

川上村と地域おこし協力隊

地域おこし協力隊制度は、平成21年度から総務省事業として新設され、移住定住

を促進すべく、全国1,511人の協力隊が全444自治体へ移住しています（平成26年

時点）。川上村では、平成25年度から協力隊の受け入れを開始し、現在10名の若

者が自分の生業を作るべく活動しています。

川上村が掲げる「水源地の村づくり」の理念に共感し、この村へ移住した川上村

地域おこし協力隊「かわかもん」。

今後も川上村では、村民の皆さまと共に、村の資源を発掘し、事業に繋げる人材

の支援を続けてまいります。

川上村定住促進課 ℡0746‐52‐0111


